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「里づくり」の連携・協働のこれまでとこれからを再考する   
一戸沢村角川の里を事例にエリアキャンパスもがみとのかかわりを見据えて－  
出川 真也  
（高等教育研究企画センター戸沢分室）  





様々な方面にその幅を拡大している。   
本稿では次の3点を考慮に入れて論を進める。   
1、里地里山活動の展開過程と最新の状況   
2、「地元学」による地域調査活動と地元住民へ  
の影響   
3、多主体連携・広域連携を見据えた地域Ⅳ0セ  
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地図に書き 込んでいく。また資源カードを整理L  
一賢表を作ります。  
1   
地域環境マップと生活文化大百科の  
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山形大学高等教育研究年報 第2号 2008年3月  
3．角川里の自然環境学校の設立と活動の展開  
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が活動プログラムとなっており、地域住民が日常の  
暮らしの延長線で以下の6つの学校を運営している。  






































図5角川地域圃   
※清流角川に沿って  
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ながら、『元気のある田舎 角川』を全国に発信した  












（2）地域住民の日常生活に立脚したプログラムと   
カリキュラム作り  
（3）里の何気ないありふれた素材を力づける  

























ろうか。本節ではこのことを考えてみたい。   
そのために次の3つの観点が重要と考えられる。  
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2007年9月）   
ここで見るように地域内の連携づくりについては  
伝統的な集落単位の組織によるつながりで無理なく  














































ップメントと共育の視点～   
これまでよくありがちだったのが、ハードが完成  
すれば終わり、ソフト事業も補助金が切れればもう  
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4、各主体、地域、政策等を検証し、データ収集   
や理論的根拠を構築する研究調査能力  
5、上記活動を各主体、地域、一般にわかりやす  
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ンパスもが み研究年報2006」p．130（佐藤慎也談）山  
形大学2006）  
凰6 新たな協働の仕組みイメージ  
???????????
おわりに～NPO法人里の自然文化共育研究所の設立～   
2007年11月、角川里の自然環境学校から「NPO  










－29－   
